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い
ち
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２
０
１
９
年
12
月
23
日 

憲
法
と
立
憲
主
義
を
破
壊
し
て
き
た
安
倍
政
治 

安
倍
政
権
に
よ
る
政
治
は
、
憲
法
を
守
る
と
い
う
政
治
の
原
則
か
ら
大

き
く
逸
脱
し
、
こ
の
国
の
形
を
大
本
か
ら
変
え
よ
う
と
し
て
き
た
。 

・戦
後
70
年
余
り
自
民
党
政
権
が
憲
法
上
不
可
能
と
し
て
き
た
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
を
一
内
閣
の
閣
議
決
定
で
可
能
に

（２
０
１
４
年
） 

・
安
保
法
制
＝
戦
争
法
を
強
行

（15
年
）。 

・
情
報
隠
し
、
公
文
書
改
ざ
ん
、
統
計
操
作
な
ど
民
主
主
義
の
前
提
と
な

る
事
実
の
歪
曲
や
国
会
軽
視

（野
党
の
国
会
召
集
＝
憲
法
53
条
＝
の
拒

否
、
予
算
委
員
会
を
開
こ
う
と
し
な
い
国
会
の
開
店
休
業
状
態
な
ど
） 

・
極
端
な
選
挙
至
上
主
義
・
多
数
決

「民
主
主
義
」
（解
散
権
の
濫
用
、
国

会
議
員
の
採
決
要
員
化
な
ど
） 

・
「官
邸
主
導
」
の
名
に
よ
る
寡
頭
制
と
側
近
政
治
、
内
閣
人
事
局
の
設
置

（14
年
）
に
よ
る
官
僚

「統
制
」
・
忖
度
政
治 

・
特
定
秘
密
保
護
法

（13
年
）、
盗
聴
法
の
適
用
拡
大

（16
年
）、
共
謀

罪
法

（情
報
隠
蔽
、
国
民
監
視
な
ど
）、
メ
デ
ィ
ア
統
制

（介
入
と
懐
柔
） 

な
ど
、
憲
法
と
立
憲
主
義
を
破
壊
し
て
き
た
。 

19
年
秋
は
、
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
９
で
の
表
現
の
自
由

（憲
法
21
条
）
へ
の
公
権
力
の
介
入
、
国
会
の
議
論
な
し
の
中
東
海
域
へ

の
自
衛
隊
派
遣
、
天
皇
即
位
儀
式
と
象
徴
天
皇
制

・
政
教
分
離
原
則
と
の

矛
盾
、
「桜
を
見
る
会
」
を
め
ぐ
る
安
倍
首
相
の
公
私
混
同
・
私
物
化
疑
惑

な
ど
、
止
ま
る
こ
と
が
な
い
。 

本
腰
で
改
憲
へ
の
執
念
見
せ
る
自
民
党 

安
倍
首
相
は
、
７
月
の
参
議
院
選
挙
に
お
い
て
、
市
民
と
野
党
共
闘
の

頑
張
り
で
改
憲
勢
力
３
分
の
２
の
議
席
の
維
持
に
失
敗
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
内
閣
改
造
と
党
役
員
人
事
で
任
期
中
の
改
憲
発
議
強
行
に
本
腰
を

入
れ
る
体
制
を
つ
く
り
、
臨
時
国
会
に
臨
ん
で
き
た
。 

さ
ら
に
安
倍
自
民
党
は
、
国
会
審
議
と
並
行
し
て
、
草
の
根
か
ら
の
改

憲
世
論
づ
く
り
に
本
腰
を
入
れ
始
め
た
。
右
翼
団
体
の
日
本
会
議
と
連
携

し
自
民
党
全
支
部
で
の
改
憲
推
進
本
部
づ
く
り
を
は
じ
め
、
改
憲
国
民
投

票
を
見
据
え
て
策
動
を
強
め
て
い
る
。 

Ｑ 

Ｑ 

『PEACE 戦争しない未

来のために』（保団連

作成リーフから） 

※ご希望の方は、保険

医協会事務局までお

申し込みください。 

「あいち医師・歯科医師九条の会」は

愛知県保険医協会と共催で、「憲法の

つどい」を２０２０年２月 15 日に半田

滋氏（東京新聞論説兼編集委員）を迎

えて開催する（裏面囲み参照）。 

是非ともご参加いただきたい。 

11

月
に
千
葉
県
幕
張
メ
ッ
セ
で
国
内
初
の
国
際
的
な
武
器
見
本
市
が
開

催
さ
れ
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で

「最
近

の
日
本
国
憲
法
の
変
更

（

Change

）
は
、
軍
備
拡
大
、
自
衛
隊
の
海
外
派
遣
、

日
本
の
国
内
産
業

（軍
需
産
業
）
が
地
球
規
模
で
進
出
す
る
こ
と
を
可
能
に

し
た
」
と
明
言
。
こ
の
展
示
会
は
、
防
衛
装
備
庁
が
出
展
し
、
防
衛
省

・
外

務
省

・
経
済
産
業
省
が
後
援
す
る
な
ど
安
倍
政
権
が
全
面
支
援
し
て
お
り
、

日
本
が

「憲
法
を
変
え
た
」
と
の
認
識
を
認
め
た
責
任
は
重
大
で
あ
る
。 

さ
ら
に
大
島
衆
院
議
長
は
、
10
月
に
行
わ
れ
た
自
身
の
政
治
資
金
パ
ー
テ

ィ
ー
で

「国
民
投
票
法
改
定
案
は
約
２
年
間
議
論
し
て
い
る
」、
「こ
の
臨
時

国
会
で
結
論
を
出
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
、
公
正
中
立
で
あ
る
べ
き
議
長
の

職
権
を
逸
脱
す
る
発
言
を
行
い
、
そ
の
後
の
臨
時
国
会
本
会
議
が
紛
糾
し
た
。

ま
た
衆
参
の
代
表
質
問
や
予
算
委
員
会
の
基
本
的
質
疑
に
立
っ
た
自
民
党
議

員
が
、
相
次
い
で
改
憲
を
要
求
し
て
い
る
異
常
な
状
態
も
生
ま
れ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
な
か
、
臨
時
国
会
で
は
、
国
民
投
票
法
改
正
案
は
成
立
せ
ず
、

衆
院
憲
法
審
査
会
は
２
年
ぶ
り
に
自
由
討
議
を
含
み
３
回
開
催
さ
れ
た
が
、

参
院
憲
法
審
査
会
は
１
回
も
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
。 

し
か
し
安
倍
首
相
は
、
12
月
９
日
の
国
会
閉
会
の
記
者
会
見
で

「２
０
２

０
年
の
通
常
国
会
の
憲
法
審
査
会
で
、
令
和
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
憲
法
改

正
原
案
の
策
定
を
加
速
さ
せ
る
。
私
の
手
で
成
し
遂
げ
て
い
き
た
い
」
と
、

立
法
府
の
権
限
に
踏
み
込
み
、
改
憲
へ
の
執
念
を
見
せ
て
い
る
。 

９
条
改
憲
は
海
外
で
の
武
力
行
使
に
道
開
く 

安
倍
首
相
が
狙
う
、
憲
法
９
条
に
自
衛
隊
を
明
記
す
る
改
憲
は
、
戦
争
放

棄

・
戦
力
不
保
持

・
交
戦
権
否
認
を
か
か
げ
た
９
条
を
空
文
化

・
死
文
化
さ

せ
る
も
の
で
あ
る
。
政
府
や
多
数
党
が
法
律
さ
え
通
せ
ば
、
海
外
で
の
武
力

行
使
を
は
じ
め
、
自
衛
隊
の
行
動
を
無
制
限
に
拡
大
で
き
、
海
外
で
米
軍
と

肩
を
並
べ
て
戦
う
自
衛
隊
に
道
を
開
く
こ
と
に
な
る
。
中
東
地
域
で
の
戦
争

の
危
険
が
高
ま
る
な
か
、
ア
メ
リ
カ
は
有
志
連
合
を
唱
え
、
日
本
に
対
し
て

も
参
加
の
圧
力
を
加
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
へ
の
武
力
に

よ
る
加
担
こ
そ
、
安
倍
政
権
が
安
保
法
制
を
強
行
し
た
目
的
で
あ
り
、
安
倍

９
条
改
憲
の
ね
ら
い
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

し
か
し
、
日
本
世
論
調
査
会
が
10
月
に
実
施
し
た
世
論
調
査
で
は
、
戦
争

放
棄
や
戦
力
不
保
持
を
定
め
た
９
条
の
改
正
に
つ
い
て

「必
要
は
な
い
」
と

の
回
答
が
56

％
に
上
り
、
２
０
１
７
年
の
前
回
調
査
よ
り
３
ポ
イ
ン
ト
増
え

て
い
る
。
国
会
で
の
改
憲
論
議
を

「急
ぐ
必
要
は
な
い
」
と
の
回
答
も
69

％

と
多
数
を
占
め
て
い
る
。
安
倍
政
権
に
よ
る
改
憲
を
望
む
声
は
少
数
派
と
言

え
る
。 

改
憲
の
新
た
な
局
面
を
迎
え
た
い
ま
、
特
に
自
衛
隊
を
憲
法
に
明
記
す
る

９
条
改
憲
の
危
険
性
を
訴
え
、
草
の
根
か
ら
の
運
動
を
さ
ら
に
幅
広
く
大
き

く
し
、
安
倍
改
憲
を
阻
止
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 



 

 ９条変えて戦争する国にさせないため 

      冊子「憲法９条を守ります」を普及ください 
保険医協会と「あいち医師・歯科医師九条の会」は、医師・歯科医師としての九

条を守りたい思いや、九条改定になぜ反対するのかなどをまとめた冊子を共同で作

成しました。 

待合室などで、市民の方へ理解を広げていただくきっかけとしてご活用くださ

い。ご希望の冊数を無料でお届けします。 

◇  ◇  ◇  ◇  ◇  ◇ 

申し込み先：保険医協会・医師歯科医師九条の会担当 
    TEL 052-832-1346 FAX 052-834-3584 

誰
も
が
自
分
の
意
見
を
発
言
で
き
る

社
会
に 

 
 

 
 
 

本
秀
紀
氏
が
講
演 

医
師
・歯
科
医
師
九
条
の
会
が
つ
ど
い 

｢

あ
い
ち
医
師

・
歯
科
医
師
九
条
の

会｣

と
保
険
医
協
会
は
、
第
二
十
八
回

の
憲
法
の
つ
ど
い
を
九
月
二
十
八
日

（土
）
午
後
、
保
険
医
協
会
伏
見
会
議

室
で
開
き
、
医
師
や
市
民
ら
三
十
七
人

が
参
加
し
た
。

「ど
う
な
る
憲
法
、
ど

う
す
る
憲
法
～
参
議
院
選
挙
後
の
情

勢
と
今
取
り
組
む
べ
き
こ
と
」
を
テ
ー

マ
に
、
本
秀
紀
氏

（名
古
屋
大
学
大
学

院
法
学
研
究
科
教
授
）
が
改
憲

へ
の
動

き
と
、
そ
れ
を
阻
止
す
る
た
め
に
私
た

ち
が
何
を
す
る
べ
き
か
熱
く
語
っ
た
。 

は
じ
め
に
、
参
議
院
選
挙
結
果 

を
分
析
し
、
自
民
党
が
改
選
議
席
数
を
維
持
で
き
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
単
独
過

半
数
も
割
り
込
ん
だ
こ
と
な
ど
を
指
摘
。
改
憲
勢
力
も
三
分
の
二
を
維
持
で
き

ず
、
改
憲
阻
止
の
成
果
が
あ

っ
た
。
こ
れ
は
野
党
共
闘
が
全

一
人
区
で
成
立
し
、

一
〇
選
挙
区
で
勝
利
し
た
こ
と
が
大
き
い
。
し
か
し
、
投
票
率
が
五
割
を
下
回
り
、

「
あ
い
ち
医
師

・
歯
科
医
師
九
条
の
会
」
ニ
ュ
ー
ス
の
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
や
、
愛
知
県
保
険
医
協
会
の
平
和
を
求
め
る
取
り
組
み
は
、
愛
知

県
保
険
医
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。 
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特
に
若
者
の
投
票
率
が
下
が
っ
て
い
る
。
政
治
的
無
関
心
層
を
ど
の
党
も
動
か
せ

ず
、

「勝
者
な
き
参
院
選
」
と
す
る
評
価
も
あ
る
。 

安
倍
首
相
は
改
憲
を
断
念
す
る
ど
こ
ろ
か
、
組
閣
も
日
本
会
議
メ
ン
バ
ー
で
固

め
る
改
憲
シ
フ
ト
で
行
い
、
今
後
野
党
を
切
り
崩
し
、
多
数
派
工
作
を
進
め
る
だ

ろ
う
。
さ
ら
に
、
安
倍
政
治
は
権
力
の
濫
用
を

「進
化
」
さ
せ
、
事
実
の
歪
曲
、

国
会
軽
視
、
小
選
挙
区
制
を
利
用
し
た
少
数
に
よ
る
多
数
支
配
、
官
邸
主
導
、
メ

デ
ィ
ア
の
統
制
と
、

一
強
支
配
の
中
で
、
異
常
事
態
と
言
え
る
政
治
を
繰
り
返
し

て
い
る
。
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
問
題
に
象
徴
さ
れ
る
、
権
力
を
用
い
て
反
対

意
見
を
排
除
す
る
行
為
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
ま
す
ま
す
統
制
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し

て
い
く
。
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
持

っ
て
い
る
は
ず
だ
が
、

「政
治
的
発
言
」
を
抑

え
る
社
会
が
作
ら
れ
て
い
る
。
ま
さ
か
、
ま
さ
か
と
思
っ
て
い
る
内
に
、
憲
法
が

回
復
不
能
に
壊
さ
れ
て
、
な
に
も
異
論
を
唱
え
る
こ
と
が
出
来
な
く
な

っ
て
し
ま

い
か
ね
な
い
。
若
者
も
政
治
に
無
関
心
で
は
な
い
。
誰
も
が
自
分
の
意
見
を
発
言

で
き
る
社
会
を
守
り
、
憲
法
を
生
活
の
中
に
活
か
す
社
会
を
守
る
必
要
が
あ
る
と

結
ん
だ
。 


